
【ろうきん iDeCo（個人型年金プラン）取扱商品一覧】
国内・外国リート：2023年4月3日から追加する商品

分類 商品名 信託報酬率
（年率・税込） 選定理由 運用会社

元
本
確
保
型

ろうきん確定拠出年金定期預金（1年） −
各労働金庫は自己資本比率、不良債権比率など財務状況は
健全、定期預金の運用実績も十分。預金保険の対象であり、
長期に安定した運用が可能であることから選定。

−

ろうきん確定拠出年金定期預金（スーパー1型） − −

ろうきん確定拠出年金定期預金（10年） − −

元
本
確
保
型
以
外
の
商
品
投
資
信
託
（
投
資
信
託
）

国
内
債
券

ダイワつみたてインデックス日本債券 0.1320%

ベンチマークの動きに連動させることを目標とし、商品の運
用プロセス・判断基準が明確に定められていることから、
インデックスファンドとして選定。運用管理費用が比較的
低く設定されている。

大和アセット
マネジメント

株式会社

DCダイワ日本債券インデックス 0.2750%
ベンチマークの動きに連動させることを目標とし、商品の運用
プロセス・判断基準が明確に定められていることから、イン
デックスファンドとして選定。

国
内
株
式

ダイワつみたてインデックス日本株式 0.1540%

マザーファンドは資産規模も十分大きく、運用実績も10年
以上と長く、TOPIXとの乖離率（トラッキングエラー）
も合理的な水準で推移してきていることから、インデックス
ファンドとして選定。運用管理費用が比較的低く設定されて
いる。

DCダイワ日本株式インデックス 0.2750%

マザーファンドは資産規模も十分大きく、運用実績も10年
以上と長く、TOPIXとの乖離率（トラッキングエラー）も
合理的な水準で推移してきていることから、インデックス
ファンドとして選定。

外
国
債
券

ダイワつみたてインデックス外国債券 0.1540%

ベンチマークの動きに連動させることを目標とし、商品の
運用プロセス・判断基準が明確に定められていることから、
インデックスファンドとして選定。運用管理費用が比較的低
く設定されている。

DCダイワ外国債券インデックス 0.2530%
ベンチマークの動きに連動させることを目標とし、商品の
運用プロセス・判断基準が明確に定められていることから、
インデックスファンドとして選定。

外
国
株
式

野村DC外国株式インデックスファンド・
MSCI-KOKUSAI

0.1023%

全体の運用プロセスを3段階に分けて、精密な運用を実行、
ポートフォリオ構築は、ベンチマーク情報を収集し、原則と
して完全法により組入対象銘柄の選定を行っていること
から、インデックスファンドとして選定。

野村アセット
マネジメント

株式会社

バ
ラ
ン
ス

4資産分散投資・スタンダード＜DC年金＞
わたしへの贈りもの

0.1540% 内外株式、債券の代表的な指数をベンチマークとするパッシブ
運用を行うマザーファンドへ分散投資を行い、運用会社が
独自に作成した合成ベンチマークの収益率に概ね連動する
収益を上げることを目標としており、運用プロセスと判断
基準が明確に定められていることから、インデックスファンド
として選定。運用管理費用が比較的低く設定されている。

アセット
マネジメント

One
株式会社

4資産分散投資・ミドルクラス＜DC年金＞
わたしへの贈りもの

0.1540%

4資産分散投資・ハイクラス＜DC年金＞
わたしへの贈りもの

0.1540%

DIAMバランスファンド＜DC年金＞
1安定型

0.2860% 内外株式、債券の代表的な指数をベンチマークとするパッシ
ブ運用を行うマザーファンドへ分散投資を行い、運用会社
が独自に作成した合成ベンチマークの収益率に概ね連動す
る収益を上げることを目標としており、運用プロセスと判
断基準が明確に定められていることから、インデックス
ファンドとして選定。

DIAMバランスファンド＜DC年金＞
2安定・成長型

0.3190%

DIAMバランスファンド＜DC年金＞
3成長型

0.3520%

国
内
リ
ー
ト

One DC 
国内リートインデックスファンド

0.1870%

新光J-REITマザーファンドを通じてJ-REITに投資し、東証
REIT指数に連動する投資成果を目標としており、運用プロ
セスと判断基準が明確に定められていることから、イン
デックスファンドとして選定。運用管理費用が比較的低く
設定されている。

外
国
リ
ー
ト

One DC 
先進国リートインデックスファンド

0.2200%

S&P先進国REITインデックスに連動する投資成果を目標と
しており、運用プロセスと判断基準が明確に定められている
ことから、インデックスファンドとして選定。運用管理費用
が比較的低く設定されている。

以上


